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令和２年度 主要施策の成 果を一部拝見！
令和2年度予算でどのようなことが行われたの？ 令和３年第３回定例会において、令和２年度伊是名村一般会計及び特別会計の歳入歳出決算が認定されました

※一般会計、特別会計の合計

令和2年度 決 算
■ 歳入　42億8282万1180円
■ 歳出　38億1325万4918円

ぷち特集
見比べ隊！
令和２年度
一般会計
当初予算歳入

総額
25億2,107万
5千円

地方交付税
13億7,142万円

国庫支出金
6億1,394万円

県支出金
2億8,040万円

など

福岡市
人口：162万人
世帯数：84万世帯
面積：343.46k㎡
　　 福岡県

総額
7億3,992万7千円
村税　1億1,646万円

使用料及び手数料
1,525万円　など

自主財源

23％

奄美市
人口：4万2千人
世帯数：2万3千世帯
面積：306.2k㎡
　　鹿児島県

三宅村
人口：2300人
世帯数：1500世帯
面積：55.50k㎡
　　 東京都

※収入未済額…その年度に納入されるべき収入がまだ徴収されていない状態の額のこと ※村政の施策、 事業、 計画等への疑問、 質問、 要望、 または村生活でお困り事などがあれば、 村議員へお聞かせ下さい
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自主財源
20%
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80%

自主財源
21%
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79%

決
算

令和2年度決算
伊是名村の
歳入（収入）の内訳

人口：1,326人
世帯数：733世帯
面積：15.42k㎡

依存財源

77％

依存財源とは
い  ぞん ざい　げん

令和２年度
収入未済額

自主財源の
収入未済額じ  しゅ ざい  げん

自主財源とは

国へ納めた税金などから村の財政状況に応じ
て国から交付される村の収入

村税または施設使用料など村が保有する財産
から自主的に徴収できる村の収入

2,713万円
（繰越事業を除いた合計）

一般会計
総額

1,972万円
（繰越事業を除いた合計）

特別会計
総額

詳
細
・
内
訳

村営住宅家賃 …
奨学金返還金 …

56万円（過年度分総額 570万円）
105万円（過年度総額　 521万円）

村　民　税 …
固定資産税 …

85万円（繰越分総額 255万円）

220万円（繰越分総額 1,740万円）
施策の実行、成功には年度毎の計画に
沿った歳入の納入があってこそ！事業
が計画的に進められるよう納め忘れの
ないようにしましょう。

地域支援事業
● 「食」の自立支援事業

  485万円 ● 総配食数：2843食
　 （令和2年度実績）

● 利用者：65歳以上の高齢者世帯又は心身に障害
　 のある方など
● 高齢者への配食サービス（1食あたり）
　 非課税世帯350円　一般課税世帯600円
　 委託先：社会福祉協議会・社会福祉法人いぜな会

● コミュニティー助成事業

  254万円
地域コミュニティーに使用する備品購入
●諸見区…パークゴルフセット、省エネエアコン、省エ
ネ冷蔵庫、テント一式等
●内花区…芝刈り機、ミーティングテーブル等
●伊是名区…折りたたみ椅子等の備品を購入し、地域
コミュニティー活動に寄与した ● 移住・定住促進事業

  160万円
結婚祝い金・・2組
出産祝い金・・6組へ支給し移住定住促進へ寄与及び
人口増加を図る契機として、支給実績を広報誌等へ
掲載し、本制度を広く周知することが出来た。
＊結婚祝い金：１組50万円
　出産祝い金：１子につき10万円

● 沖縄らしい風景づくり推進事業

  100万円
景観形成への支援▶地域で景観形成活動を行ってい
る各区へ活動費の一部として20万円を助成し、各区
の景観形成活動に寄与した。

● GIGAスクール構想事業

  1,540万円
教育現場においてのオンライン授業や家庭学習等を実
施できるタブレット端末の整備を行った。ソフトウェア
の構築。
GIGAスクール用
端末整備・・140台

● 学校給食センター設備整備事業

  1,178万円
学校給食センターの給食用備品等を再整備したこ
とにより安心、安全な学校給食の提供に資すること
ができた。

● 観光地等クリーンアップ事業

  3,993万円
17名の作業員を雇用し観光施設等を現場の状況やイ
ベント日程等を考慮し、調整し作業を実施した。花壇の
草取り、花木の植栽及び肥培管理においても同様に調
整し散水、草取り、追肥等を計画的に実施した。

● 伊是名村
　 消費促進クーポン配布事業

  1,406万円
新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ
村内経済の回復や、自粛を余儀なくされた住民の生
活支援を事業の目的とし、産業振興及び地域活性化
を図るため、全村民に地域で使えるクーポン券（1冊
10,000円分）を配布する事業を実施した。

生活サポート事業
● 伊是名村生活サポート事業

  9万円
草刈り・掃除など高齢者の生活サポート

● 利用回数：1513回
　 （令和2年度実績）

● 利用者：65歳以上の高齢者世帯又は心身に障害
　 のある方など
自力で外出が困難な方を対象とした移送支援（くるま
～る） 
委託先：社会福祉協議会

● 外出支援事業（くるま～る）

  75万円

医療費助成事業
● 重度心身障害者（児）医療費助成

  175万円
● 対象者：身障1、2級及び療育 A1、A2
重度の障害者（児）に対して医療費の一部を助成し、保
険の向上及び福祉の増進を図る

● 伊是名村土づくり支援事業

  3,564万円
堆肥不足のため島外から堆肥導入費用（原料
費・輸送費）を伊是名村さとうきび糖業振興会
へ助成することで地力増強が図られた。

● 海岸漂着物等地域対策推進事業

  251万円
観光立村を掲げる本村の観光資源である美
しい海岸海浜の環境や景観を海岸漂着物
等地域対策推進事業を活用した事で、本村
の海岸海浜地域の環境保全はもとより観光
振興にも大きく寄与することが出来た。

● 伊是名村優良繁殖雌牛導入推進事業

  180万円
畜産農家の経営安定及び飼養頭数増加による堆
肥原料の確保に繋げる為に、優良繁殖雌牛の導入
費用の一部を3名の畜産農家に助成することで頭
数増加が図られるとともに肥料原料が増加した。
・ 導入頭数・・・・・・5頭

● こども医療費助成

  233万円
● 対象者：0歳～18歳
を迎えた最初の3月
31日迄

通院、入院に係る医療
費の一部を助成し、経
済的負担軽減及び疫病
の早期発見・治療で健
全育成を図る

● 母子及び父子家庭等医療費助成事業

  5万円
● 対象者：ひとり親世帯の親と子
母子及び父子家庭等の生活の安定と自立を支援し、福
祉の増進を図る。

令和2年度 消費促進クーポン券比率

・ もとぶ牧場から
   堆肥2000㌧導入費
   ・・・・・・・・・・・・1,936万円
・ 北部港運(株)へ堆肥運送費
   ・・・・・・・・・・・・1,628万円

● 利用者：65歳以上の高齢者
　 世帯など
● 利用回数：42件（令和2年度実績）

いつも
暑い中お疲れさま
です

支 出

飲食業 7％

各種総合小売

85％

その他
（卸売・家電・
 お土産等）

　8％

  （一部）

2伊是名村議会だより
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令和２年度 主要施策の成 果を一部拝見！
令和2年度予算でどのようなことが行われたの？ 令和３年第３回定例会において、令和２年度伊是名村一般会計及び特別会計の歳入歳出決算が認定されました

※一般会計、特別会計の合計

令和2年度 決 算
■ 歳入　42億8282万1180円
■ 歳出　38億1325万4918円

ぷち特集
見比べ隊！
令和２年度
一般会計
当初予算歳入

総額
25億2,107万
5千円

地方交付税
13億7,142万円

国庫支出金
6億1,394万円

県支出金
2億8,040万円

など

福岡市
人口：162万人
世帯数：84万世帯
面積：343.46k㎡
　　 福岡県

総額
7億3,992万7千円
村税　1億1,646万円

使用料及び手数料
1,525万円　など

自主財源

23％

奄美市
人口：4万2千人
世帯数：2万3千世帯
面積：306.2k㎡
　　鹿児島県

三宅村
人口：2300人
世帯数：1500世帯
面積：55.50k㎡
　　 東京都

※収入未済額…その年度に納入されるべき収入がまだ徴収されていない状態の額のこと ※村政の施策、 事業、 計画等への疑問、 質問、 要望、 または村生活でお困り事などがあれば、 村議員へお聞かせ下さい
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算

令和2年度決算
伊是名村の
歳入（収入）の内訳

人口：1,326人
世帯数：733世帯
面積：15.42k㎡

依存財源

77％

依存財源とは
い  ぞん ざい　げん

令和２年度
収入未済額

自主財源の
収入未済額じ  しゅ ざい  げん

自主財源とは

国へ納めた税金などから村の財政状況に応じ
て国から交付される村の収入

村税または施設使用料など村が保有する財産
から自主的に徴収できる村の収入

2,713万円
（繰越事業を除いた合計）

一般会計
総額

1,972万円
（繰越事業を除いた合計）

特別会計
総額

詳
細
・
内
訳

村営住宅家賃 …
奨学金返還金 …

56万円（過年度分総額 570万円）
105万円（過年度総額　 521万円）

村　民　税 …
固定資産税 …

85万円（繰越分総額 255万円）

220万円（繰越分総額 1,740万円）
施策の実行、成功には年度毎の計画に
沿った歳入の納入があってこそ！事業
が計画的に進められるよう納め忘れの
ないようにしましょう。

地域支援事業
● 「食」の自立支援事業

  485万円 ● 総配食数：2843食
　 （令和2年度実績）

● 利用者：65歳以上の高齢者世帯又は心身に障害
　 のある方など
● 高齢者への配食サービス（1食あたり）
　 非課税世帯350円　一般課税世帯600円
　 委託先：社会福祉協議会・社会福祉法人いぜな会

● コミュニティー助成事業

  254万円
地域コミュニティーに使用する備品購入
●諸見区…パークゴルフセット、省エネエアコン、省エ
ネ冷蔵庫、テント一式等
●内花区…芝刈り機、ミーティングテーブル等
●伊是名区…折りたたみ椅子等の備品を購入し、地域
コミュニティー活動に寄与した ● 移住・定住促進事業

  160万円
結婚祝い金・・2組
出産祝い金・・6組へ支給し移住定住促進へ寄与及び
人口増加を図る契機として、支給実績を広報誌等へ
掲載し、本制度を広く周知することが出来た。
＊結婚祝い金：１組50万円
　出産祝い金：１子につき10万円

● 沖縄らしい風景づくり推進事業

  100万円
景観形成への支援▶地域で景観形成活動を行ってい
る各区へ活動費の一部として20万円を助成し、各区
の景観形成活動に寄与した。

● GIGAスクール構想事業

  1,540万円
教育現場においてのオンライン授業や家庭学習等を実
施できるタブレット端末の整備を行った。ソフトウェア
の構築。
GIGAスクール用
端末整備・・140台

● 学校給食センター設備整備事業

  1,178万円
学校給食センターの給食用備品等を再整備したこ
とにより安心、安全な学校給食の提供に資すること
ができた。

● 観光地等クリーンアップ事業

  3,993万円
17名の作業員を雇用し観光施設等を現場の状況やイ
ベント日程等を考慮し、調整し作業を実施した。花壇の
草取り、花木の植栽及び肥培管理においても同様に調
整し散水、草取り、追肥等を計画的に実施した。

● 伊是名村
　 消費促進クーポン配布事業

  1,406万円
新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ
村内経済の回復や、自粛を余儀なくされた住民の生
活支援を事業の目的とし、産業振興及び地域活性化
を図るため、全村民に地域で使えるクーポン券（1冊
10,000円分）を配布する事業を実施した。

生活サポート事業
● 伊是名村生活サポート事業

  9万円
草刈り・掃除など高齢者の生活サポート

● 利用回数：1513回
　 （令和2年度実績）

● 利用者：65歳以上の高齢者世帯又は心身に障害
　 のある方など
自力で外出が困難な方を対象とした移送支援（くるま
～る） 
委託先：社会福祉協議会

● 外出支援事業（くるま～る）

  75万円

医療費助成事業
● 重度心身障害者（児）医療費助成

  175万円
● 対象者：身障1、2級及び療育 A1、A2
重度の障害者（児）に対して医療費の一部を助成し、保
険の向上及び福祉の増進を図る

● 伊是名村土づくり支援事業

  3,564万円
堆肥不足のため島外から堆肥導入費用（原料
費・輸送費）を伊是名村さとうきび糖業振興会
へ助成することで地力増強が図られた。

● 海岸漂着物等地域対策推進事業

  251万円
観光立村を掲げる本村の観光資源である美
しい海岸海浜の環境や景観を海岸漂着物
等地域対策推進事業を活用した事で、本村
の海岸海浜地域の環境保全はもとより観光
振興にも大きく寄与することが出来た。

● 伊是名村優良繁殖雌牛導入推進事業

  180万円
畜産農家の経営安定及び飼養頭数増加による堆
肥原料の確保に繋げる為に、優良繁殖雌牛の導入
費用の一部を3名の畜産農家に助成することで頭
数増加が図られるとともに肥料原料が増加した。
・ 導入頭数・・・・・・5頭

● こども医療費助成

  233万円
● 対象者：0歳～18歳
を迎えた最初の3月
31日迄

通院、入院に係る医療
費の一部を助成し、経
済的負担軽減及び疫病
の早期発見・治療で健
全育成を図る

● 母子及び父子家庭等医療費助成事業

  5万円
● 対象者：ひとり親世帯の親と子
母子及び父子家庭等の生活の安定と自立を支援し、福
祉の増進を図る。

令和2年度 消費促進クーポン券比率

・ もとぶ牧場から
   堆肥2000㌧導入費
   ・・・・・・・・・・・・1,936万円
・ 北部港運(株)へ堆肥運送費
   ・・・・・・・・・・・・1,628万円

● 利用者：65歳以上の高齢者
　 世帯など
● 利用回数：42件（令和2年度実績）

いつも
暑い中お疲れさま
です

支 出

飲食業 7％

各種総合小売

85％

その他
（卸売・家電・
 お土産等）

　8％

  （一部）
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令和３年 第３回伊是名村議会定例会 議決結果一覧

令和３年第３回伊是名村議会定例会は、９月13日～17日までの５日間で開催された。本定例会に提案され
た議案は27件、うち報告１件、認定８件、選挙１件、陳情１件、発議１件。一般質問には５名の議員が登壇し
村政について質問した。議決結果は次の通りです。

議案番号 件　　　名 議案等の概要 議決の結果

報告第３号
令和2年度の健全化判断比率及び資金不足比率
の報告について

健全化判断比率及び資金不足比率の報告 報　　告

議案第35号 令和3年度伊是名村一般会計補正予算（第3号）
歳入歳出それぞれ27,098千円を追加し、歳入
歳出それぞれ2,890,889千円とする 原案可決

議案第36号
令和3年度伊是名村後期高齢者医療特別会計補
正予算（第1号）

歳入歳出それぞれ518千円を追加し、歳入歳出
それぞれ13,780千円とする 原案可決

議案第37号
令和3年度伊是名村農業集落排水事業特別会計
補正予算（第2号）

歳入歳出それぞれ1,855千円を追加し、歳入歳
出それぞれ70,460千円とする 原案可決

議案第38号 伊是名漁港海岸区域内の公有水面埋立について

公有水面埋立許可出願にあたり議決必要事項
位置：伊是名漁港海岸地先公有水面
埋立面積：6,297.39平方メートル
埋立地の用途：海岸保全施設、緑地

原案可決

議案第39号
沖縄県町村交通災害共済組合の解散に関する協
議について

沖縄県町村交通災害共済組合の解散に関する協
議 原案可決

議案第40号
沖縄県町村交通災害共済組合の解散に伴う財産
処分に関する協議について

沖縄県町村交通災害共済組合の解散に伴う財産
処分に関する協議 原案可決

議案第41号
沖縄県市町村総合事務組合規約の変更に関する
協議について

沖縄県市町村総合事務組合規約の変更に関する
協議 原案可決

議案第42号
工事請負契約について

「伊是名村簡易水道事業配水管布設替工事
(R3-1工区)」

「伊是名村簡易水道事業 配水管布設替工事（Ｒ３
－１工区）」
契約金額　89,100,000円
東和建設 株式会社　　代表取締役　東江晴都

原案可決

議案第43号
工事請負契約について

「伊是名小学校校舎改築工事（機械設備）」

「伊是名小学校校舎改築工事（機械設備）」
契約金額　128,150,000円
南西空調設備株式会社　代表取締役　久高将泰

原案可決

議案第44号
工事請負契約について

「伊是名小学校校舎改築工事（電気）」

「伊是名小学校校舎改築工事（電気）」
契約金額　123,200,000円
株式会社久米電装　代表取締役　仲田一郎

原案可決

議案第45号 財産の無償貸付の変更について
現無償貸付契約を行っている土地について補助
事業導入の為、現無償貸付契約の面積の変更 原案可決

議案第46号 辺地総合整備計画の変更について 起債借入の為の事業挿入 原案可決

議案第47号
伊是名村手数料徴収条例の一部を改正する条例
について

個人番号カードの手数料徴収事務を地方公共団
体情報システム機構から市町村へ委託する事が
出来る旨の規定の新設に伴う条例の改正

原案可決

議案第48号
物品購入契約の締結について

「離島廃棄物適正処理促進事業（油圧ショベル購
入）」

離島廃棄物適正処理促進事業
油圧ショベル（1台）購入
契約金額　11,979,000円
コマツカスタマーサポート株式会社　社長　重藤彰紀

原案可決

議案第49号
工事請負契約について

「臨海ふれあい公園北側広場遊具及び健康器具
等設計・設置工事」

「臨海ふれあい公園北側広場遊具及び健康器具
等設計・設置工事」
契約金額　69,300,000円
株式会社 新秀　　代表取締役　崎濵秀博

原案可決

認定第１号
令和2年度伊是名村一般会計歳入歳出決算の認
定について

歳入　32億6,100万3千円
歳出　28億8,823万円
実質収支額　3億7,277万3千円

認　　定

認定第２号
令和2年度伊是名村国民健康保険特別会計歳入
歳出決算の認定について

歳入　2億5,734万円
歳出　2億2,783万5千円
実質収支額　2,950万4千円

認　　定

認定第３号
令和2年度伊是名村後期高齢者医療特別会計歳
入歳出決算の認定について

歳入　1,470万2千円
歳出　1,418万2千円
実質収支額　51万9千円

認　　定

4伊是名村議会だより



令和３年 第３回伊是名村議会臨時会 議決結果一覧

令和３年第３回伊是名村議会臨時会は、１１月１１日の１日間で開催された。本臨時会で提案された議案は
４件で、うち発議１件です。議決結果は次の通りです。

認定第４号
令和2年度伊是名村簡易水道事業特別会計歳入
歳出決算の認定について

歳入　1億9,083万5千円
歳出　1億8,191万1千円
実質収支額　892万4千円

認　　定

認定第５号
令和2年度伊是名村農業集落排水事業特別会計
歳入歳出決算の認定について

歳入 1億877万3千円
歳出 1億291万8千円
実質収支額 585万5千円

認　　定

認定第６号
令和2年度伊是名村港湾整備事業特別会計歳入
歳出決算の認定について

歳入　1,450万5千円
歳出　721万3千円
実質収支額　729万1千円

認　　定

認定第７号
令和2年度伊是名村船舶運航事業特別会計歳入
歳出決算の認定について

歳入　4億2,426万4千円
歳出　3億8,136万2千円
実質収支額　4,290万1千円

認　　定

認定第８号
令和2年度伊是名村育英事業特別会計歳入歳出
決算の認定について

歳入　1,139万5千円
歳出　960万円
実質収支額　179万5千円

認　　定

選挙第１号
伊是名村選挙管理委員会委員及び補充員の選挙
について

伊是名村選挙管理委員及び補充員の任期満了に
よる選挙 選　　挙

陳情第１号 県産品の優先使用について(要請） 県産品の啓蒙啓発 採　　択

発議第５号
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税
財源の充実を求める意見書

令和4年度地方財政対策及び地方税制改正の要
望 原案可決

議会の動き 令和３年９月～ 11月

9月 8日（水）  
13日（月）  

10月 7日（木）
11日（月）
29日（金）

11月 4日（木）

5日（金）

8日（月）

11日（木）
12日（金）

15日（月）

16日（火）
18日（木）

•議会運営委員会
•第３回定例会（～ 17日（金））
•令和３年第１回こども議会 リハーサル
•令和３年第１回こども議会
•広報調査特別委員会
•北部広域市町村圏事務組合と公立大
学法人名桜大学との懇談会（議長）

 名桜大学
•公立沖縄北部医療センターに関する
住民説明会（議員）産業支援センター

•今帰仁村道湧川線に係る３村要請（議
長）県庁土木建築部

•第３回臨時会
•沖縄県町村議会事務局長連絡会議
（局長）自治会館
•全国過疎地域連盟 第52回定期総会
  （議長）東京メルパルクホール
•広報調査特別委員会
•沖縄県町村議会事務局職員研究会 定期
総会・職員研修会（局長）　自治会館

議案番号 件　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案第50号 令和３年度伊是名村一般会計補正予算（第４号）
歳入歳出それぞれ15,663千円を追加し、総額を
それぞれ2,906,552千円とする。 原案可決

議案第51号
物品購入契約の変更について

「離島廃棄物適正処理促進事業（油圧ショベル購
入）」

物品購入契約金額の変更
離島廃棄物適正処理促進事業
元契約に対する変更額　2,035,000円
変更契約額　14,014,000円
コマツカスタマーサポート（株）

原案可決

議案第52号
伊是名村職員の給与に関する条例の一部を改正
する条例

伊是名村職員の期末手当の率を改定 原案可決

発議第６号
海底火山噴火による噴出した漂流漂着軽石に関
する意見書

海底火山による漂着軽石の除去及び損害を受け
た個人や事業者への補償を県、国へ要請 原案可決
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Q1男女共同参画

Q2女性の活躍の場を増やす
対策を

潮
平
そ
の
み
議
員

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
」が
施
行
さ
れ
、我
が
村
に
お

い
て
も
多
く
の
女
性
が
活
躍
し
て

い
ま
す
。
男
女
の
人
権
の
尊
重
、又

は
社
会
に
お
け
る
制
度
慣
行
に
つ

い
て
の
配
慮
を
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
下
記
の
２
点
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

⑴
村
の
行
政
に
お
い
て
、
女
性
管

理
職
は
何
名
な
の
か
。

⑵
船
舶
職
員
及
び
村
消
防
団
に
お

い
て
は
男
性
ば
か
り
だ
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

前
田
政
義
村
長

１
点
目
、村
の
行
政
に
お
い

て
現
在
は
、
課
長
職
11
名
の
う
ち

女
性
管
理
職
は
２
名
で
す
。
参
考

と
し
て
さ
ら
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、

課
長
補
佐
２
名
、係
長
１
名
で
す
。

　

２
点
目
の
船
舶
職
員
及
び
消
防

団
員
に
お
い
て
。
ま
ず
船
舶
職
員

の
補
充
は
、
こ
れ
ま
で
航
海
士
・

機
関
士
等
の
有
資
格
者
を
、
男
女

問
わ
ず
公
募
し
て
採
用
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
航
海
士
・

機
関
士
等
の
有
資
格
者
の
応
募
は

な
か
な
か
な
い
状
況
で
す
。

　

消
防
団
員
に
つ
い
て
も
な
り

手
が
少
な
く
、
団
員
の
補
充
に
あ

た
っ
て
大
変
苦
慮
し
て
い
る
現
状

で
す
。
消
防
団
員
の
職
務
は
災
害

や
救
急
業
務
、
不
慮
の
事
故
や
火

災
現
場
対
応
等
、
職
務
が
ら
大
変

激
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
女
性
団
員
の
補
充
の
事

例
が
な
い
の
が
実
情
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
構
築
に
寄

与
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
今
後

の
団
員
補
充
は
、
男
女
の
別
な
く

募
集
す
る
よ
う
配
慮
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

潮
平
そ
の
み
議
員

行
政
の
課
長
職
11
名
の
う

ち
女
性
は
２
名
と
お
聞
き
し
ま
し

た
が
、
例
え
ば「
２
０
３
０
年
ま

で
に
女
性
登
用
を
30
％
に
上
げ

た
い
」
と
い
う
国
の
方
針
が
あ
り

ま
し
た
。
伊
是
名
村
で
は
、
そ
の

30
％
に
達
し
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

諸
見
直
也
総
務
課
長

課
長
職
11
名
中
、
女
性
職

員
は
２
名
と
い
う
こ
と
で
、
率
に

し
ま
す
と
18
・
２
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

本
村
に
は
行
動
計
画
が
あ
り
、

目
標
と
し
て「
令
和
７
年
度
ま
で

に
22
％
」
と
掲
げ
て
い
ま
す
。
今

後
働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く
り
、

目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

潮
平
そ
の
み
議
員

大
企
業
は
女
性
の
管
理
職

を
登
用
し
て
い
ま
す
し
、
村
に
お

い
て
も
女
性
は
活
躍
し
て
い
ま

す
。
女
性
の
活
躍
の
場
を
も
っ
と

増
や
し
て
い
け
た
ら
良
い
の
で
は

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
対

策
を
講
じ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

中
学
生
の
進
路
に
つ
い
て
。

水
産
高
校
の
海
洋
技
術
課

を
目
指
し
て
進
ん
で
い
く
場
合
、

子
ど
も
た
ち
が
勉
強
し
た
技
術
を

活
か
し
な
が
ら
、
島
に
帰
っ
て
島

の
フ
ェ
リ
ー
の
仕
事
を
し
た
い
と

考
え
た
時
の
為
に
門
戸
を
広
げ
て

い
く
こ
と
も
良
い
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
そ
の
方
法
と
し
て
何
か
考

え
て
い
ま
す
か
。

諸
見
直
也
総
務
課
長

以
前
か
ら
公
募
し
て
い
ま

す
が
、
女
性
の
船
員
さ
ん
が
少
な

い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
今
後
そ
う

い
っ
た
道
に
進
み
た
い
、
島
に
帰

り
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
れ
ば
、

積
極
的
に
採
用
し
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

潮
平
そ
の
み
議
員

船
舶
職
員
お
よ
び
消
防
団

に
つ
い
て
。
合
同
試
験
や
面
接
が

あ
る
よ
う
で
す
が
、
女
性
の
公
募

者
が
い
た
ら
採
用
を
考
え
ま
す

か
。
例
え
ば
フ
ェ
リ
ー
で
の
救
護

は
、
女
性
船
員
が
い
た
ら
安
心
し

て
身
を
任
せ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

諸
見
直
也
総
務
課
長

今
回
は
残
念
な
が
ら
、
行

政
職
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
船
員

に
つ
い
て
も
共
同
実
施
で
は
募
集

し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
他
の
募

集
等
が
あ
れ
ば
か
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
海
外
協
力
隊
を
終

え
た
方
に
も
、
人
材
の
募
集
を
か

け
て
い
こ
う
か
と
検
討
中
で
す
。

潮
し お

平
ひ ら

そのみ 議員

A

A

AA

Q1

Q2

Q

QQ
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伊
礼
正
徳
議
員

世
界
文
化
遺
産
は
偉
大
な

王
や
英
雄
が
築
い
た
城
で
あ
る
こ

と
が
条
件
と
し
て
認
定
さ
れ
る
伊

是
名
城
跡
は
乱
世
の
時
代
に
築
造

さ
れ
て
い
る
。
第
一
、
第
二
尚
氏
の

始
祖
は
伊
是
名
・
伊
平
屋
島
出
身

で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
歴
史
が
偉

大
で
誇
り
を
も
つ
べ
き
で
あ
る
。

玉
御
殿
は
第
二
尚
氏
代
に
創
設
、

平
成
29
年
に
国
指
定
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
城
と
玉
御

殿
は
世
界
文
化
遺
産
に
最
も
ふ
さ

わ
し
く
値
す
る
と
思
い
ま
す
。
登

録
に
向
け
て
挑
戦
し
て
は
と
思
う

が
、村
長
の
見
解
を
伺
い
し
ま
す
。

前
田
政
義
村
長

村
に
は
国
県
村
指
定
合
わ

せ
て
43
件
の
貴
重
な
文
化
財
が

保
護
保
存
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

玉
御
殿
と
城
の
２
件
を
世
界
文
化

遺
産
登
録
に
向
け
て
の
取
り
組
み

は
、
非
常
に
意
義
あ
る
と
考
え
ま

す
。
ま
ず
城
は
県
指
定
で
あ
り
、国

指
定
に
格
上
げ
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
城
内
の
埋
蔵
発
掘
調
査
、第

一
尚
氏
と
ゆ
か
り
あ
る
歴
史
的
背

景
調
査
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
将
来
的
に
大
き
な

夢
の
あ
る
構
想
で
あ
り
ま
す
の
で

粘
り
強
く
取
り
組
み
、
着
実
に
前

進
し
て
い
く
よ
う
鋭
意
務
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

前
向
き
に
前
進
す
る
考
え

と
理
解
し
ま
す
。
村
民
の
気
運
を

高
め
世
界
文
化
遺
産
登
録
に
向
け

て
、
調
査
委
員
会
等
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
見

解
を
伺
い
し
ま
す
。

照
屋
巧
教
育
長

世
界
遺
産
と
い
う
大
き
な

夢
と
ロ
マ
ン
に
向
け
て
是
非
、
村

民
や
知
識
あ
る
方
々
を
招
聘
し
て

調
査
委
員
会
等
を
立
ち
上
げ
て
検

討
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

文
化
財
は
観
光
資
源
で
あ

り
他
産
業
に
も
大
き
く
寄
与
す
る

も
の
で
す
。
世
界
遺
産
と
も
な
る

と
地
域
の
発
展
は
凄
ま
じ
い
発
展

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

伊
礼
正
徳
議
員

小
学
校
東
側
付
近
は
昭
和

42
年
頃
か
ら
教
員
宿
舎
等
建
設
予

定
地
と
し
て
造
成
、
以
後
教
員
宿

舎
、村
営
住
宅
、保
健
師
住
宅
等
が

建
設
さ
れ
、現
在
、
近
隣
民
間
一
軒

合
わ
せ
て
13
世
帯
の
住
宅
地
で
あ

る
。

⑴
空
地
の
利
用
計
画
は
な
い
か
伺

い
し
ま
す
。

⑵
元
県
獣
医
宿
舎
が
長
年
空
き
家

と
な
っ
て
い
る
が
、
利
活
用
計
画

は
な
い
か
伺
い
し
ま
す
。

⑶
敷
地
内
は
排
水
溝
が
な
い
た
め

雨
天
時
は
路
面
や
所
々
に
水
溜
ま

り
と
な
り
生
活
道
に
住
民
は
支
障

を
感
じ
る
と
伺
っ
て
い
る
。
進
入

路
舗
装
等
敷
地
整
備
は
出
来
な
い

か
伺
い
し
ま
す
。

⑷
進
入
路
入
口
と
敷
地
内
に
街
灯

設
置
出
来
な
い
か
伺
い
し
ま
す
。

前
田
政
義
村
長

・
一
点
目
の
空
地
利
用
に
つ

い
て
、
建
築
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
建

物
は
老
朽
化
し
て
お
り
、
建
替
え

や
敷
地
全
体
の
計
画
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
面
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
の
一
環
で
療
養
施
設
と

し
て
利
用
す
る
プ
レ
ハ
ブ
２
棟
建

設
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
二
点
目
の
元
県
獣
医
師
住
宅
に

つ
い
て
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
療
養
施
設
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど

に
検
討
し
ま
し
た
が
、
施
設
が
老

朽
化
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
改
修

費
が
割
高
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
施
設
利
用
を
断
念
し
ま
し
た
。

・
三
点
目
の
進
入
路
の
整
備
に
つ

い
て
、
雨
天
の
度
ご
と
に
道
路
資

機
材
等
が
流
出
し
て
路
面
が
損
傷

を
受
け
都
度
補
修
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
付
近
住
民
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
ま
す
の
で
改
善

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

・
四
点
目
の
街
灯
設
置
に
つ
い
て
、

現
場
確
認
と
付
近
住
民
の
意
見
を

踏
ま
え
て
、
設
置
す
る
か
ど
う
か

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。伊

礼
正
徳
議
員

生
活
環
境
の
充
実
は
、
道

路
は
利
用
者
の
安
心
安
全
の
確
保

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域
は
小
さ

な
生
活
地
域
で
は
あ
る
が
、
道
路

整
備
と
も
捉
え
環
境
整
備
さ
れ

な
い
か
と
、
住
民
は
な
ぜ
こ
こ
だ

け
が
出
来
な
い
か
と
私
達
も
い
ち

納
税
者
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
是
非
、早
め
に
取
り
組
み
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
要
望
し
ま
す
。

伊
い

礼
れ い

　正
しょうとく

徳 議員

伊是名城跡

公共住宅街進入路

Q1 文化財の保護・活用
伊是名城跡・玉御殿を世界文化遺産登録に

Q2 生活環境の充実
小学校東側公共住宅街の整備

QQ

Q

A

A

A

Q1

Q2
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護
柵
が
無
い
た
め
歩
行
者
や
車
の

走
行
に
非
常
に
危
険
で
あ
る
。

⑶
伊
是
名
集
落
内
銘
苅
家
の
裏

側
通
り
、
御
殿
家
か
ら
南
側
へ
通

ず
る
一
帯
の
道
路
に
つ
い
て
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
劣
化
や
凹
凸
が

か
な
り
あ
る
。
高
齢
者
等
が
利
用

す
る
シ
ニ
ア
カ
ー
も
か
な
り
増
え

運
転
走
行
に
安
全
確
保
が
は
か
れ

な
い
。
伊
是
名
集
落
は
村
並
保
存

に
指
定
さ
れ
観
光
客
や
外
来
者
が

歩
い
て
集
落
内
を
散
策
す
る
フ
ッ

ト
パ
ス
コ
ー
ス
に
登
録
さ
れ
て
い

る
関
係
上
、
歩
行
者
の
交
通
安
全

対
策
に
も
対
処
す
べ
き
で
あ
る
。

⑷
高
齢
者
向
け
の
交
通
安
全
対
策

と
し
て
、
今
年
度
４
月
か
ら
高
齢

者
の
自
動
車
運
転
免
許
証
返
納

者
等
へ
電
動
三
輪
車
等（
シ
ニ
ア

カ
ー
）
の
購
入
助
成
上
限
15
万
円

の
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
シ

ニ
ア
カ
ー
の
普
及
実
態
に
つ
い

て
、
台
数
が
把
握
さ
れ
て
い
る
か
、

内
４
月
か
ら
の
申
請
件
数
に
つ
い

て
何
件
あ
っ
た
か
、伺
い
し
ま
す
。

　

以
上
に
つ
い
て
、
交
通
安
全
対

策
上
、
村
民
か
ら
交
通
事
故
が
い

つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
、
ま

た
事
故
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い

と
の
苦
情
陳
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
、
そ
の
点
に
つ
い
て
村
長
は
ど

の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
伺

い
す
る
。前

田
政
義
村
長

一
点
目
の
道
路
表
示
は
一

部
路
線
に
お
い
て
経
年
劣
化
に
よ

り
、
表
示
が
薄
く
な
っ
て
い
る
箇

所
が
あ
り
ま
す
。
各
路
線
を
調
査

し
、
補
修
を
配
慮
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
点
目
の
村
道
南
風
原
線
の
防

護
柵
に
つ
い
て
は
、
漁
業
組
合
長

か
ら
要
望
が
あ
り
、
担
当
課
に
現

場
確
認
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

指
示
を
し
ま
し
た
。
今
後
は
担
当

課
か
ら
の
報
告
に
基
づ
い
て
随
時

対
処
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

三
点
目
の
路
面
劣
化
に
よ
る
舗

装
対
応
は
、こ
れ
ま
で
道
路
維
持
管

理
費
を
毎
年
度
計
上
し
、予
算
の
範

囲
内
で
周
辺
舗
装
等
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。引
き
続
き
各
集
落
道
の

損
傷
具
合
を
調
査
し
、
現
状
を
把

握
し
た
上
で
計
画
的
に
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

四
点
目
の
電
動
三
輪
車
等
の
普

及
実
態
と
台
数
で
す
が
、
現
在
32

台
程
度
を
確
認
し
て
い
ま
す
が
、

実
際
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
25

台
程
度
で
す
。
４
月
か
ら
の
伊
是

名
村
電
動
三
輪
車
等
購
入
補
助
事

業
に
対
し
ま
し
て
、
現
在
申
請
者

が
５
名
、
交
付
決
定
さ
れ
た
方
が

４
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
江
清
和
議
員

コ
ロ
ナ
自
粛
も
開
け
、
外

来
者
の
増
加
に
伴
い
交
通
量
や
シ

ニ
ア
カ
ー
の
普
及
も
今
後
増
え
る

で
し
ょ
う
、
現
時
点
で
の
道
路
事

情
か
ら
す
る
と
交
通
事
故
が
い
つ

起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で

す
の
で
早
急
に
道
路
の
安
全
対
策

を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

東
江
清
和
議
員

交
通
安
全
へ
の
関
心
が
高

ま
る
中
で
、
次
の
件
に
つ
い
て
伺

い
す
る
。

⑴
村
の
主
要
道
路
の
ほ
と
ん
ど
が

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
等
の
白
線
や
道

路
表
示
が
消
え
た
状
態
に
あ
り
、

車
を
運
転
す
る
上
で
ヒ
ヤ
リ
と
さ

れ
る
こ
と
が
か
な
り
あ
り
非
常
に

危
険
で
あ
る
。

⑵
村
道
南
風
原
線
か
ら
伊
是
名
漁

港
、
伊
是
名
村
特
産
品（
モ
ズ
ク
）

最
終
選
別
施
設
の
入
り
口
に
通
ず

る
道
路
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
の
防

Q交通安全対策

Q

Q

A

東
あ が り え

江　清
き よ

和
か ず

 議員

道路表示の消えた村道

防護柵のない伊是名漁港入口

8伊是名村議会だより



東
江
克
伸
議
員

村
の
情
報
発
信
に
お
い
て

次
の
３
点
の
改
善
と
取
り
組
み
が

必
要
だ
と
感
じ
、
村
長
の
見
解
を

伺
い
ま
す
。

⑴
広
報
誌
に
つ
い
て
。
毎
月
５
日

ま
で
に
発
行
し
各
世
帯
に
配
布
す

る
の
が
規
定
で
す
が
、届
く
こ
ろ
に

は
掲
載
行
事
な
ど
が
終
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
中
旬

ご
ろ
ま
で
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
情
報
は
、
前
月
号
に
載
せ
る

よ
う
改
善
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

⑵
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
。
デ

ジ
タ
ル
化
後
電
波
が
受
信
で
き
な

い
、あ
る
い
は
時
々
受
信
で
き
な
い

世
帯
が
多
く
あ
り
ま
す
。
災
害
時

に
備
え
村
民
を
守
る
観
点
か
ら
、

受
信
で
き
な
い
世
帯
の
把
握
と
改

善
措
置
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

⑶
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
よ
る
デ

ジ
タ
ル
情
報
発
信
機
能
の
活
用
に

つ
い
て
。
琉
球
朝
日
放
送
の
デ
ジ

タ
ル
情
報
発
信
機
能
の
中
で
、
県

内
市
町
村
用
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
能

の
活
用
は
考
え
て
い
ま
す
か
。

前
田
政
義
村
長

⑴
広
報
誌
に
つ
い
て
。
な

る
べ
く
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い

よ
う
、
担
当
課
へ
の
指
示
を
考
え

て
い
ま
す
。
詳
細
未
定
の
内
容
は

「
島
の
こ
よ
み
」コ
ー
ナ
ー
で
周
知

す
る
よ
う
努
め
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑵
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、

管
理
委
託
業
者
へ
の
調
査
を
指
示

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

⑶
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
よ
る
デ

ジ
タ
ル
情
報
発
信
機
能
の
活
用

は
、
災
害
時
の
広
報
手
段
と
し
て
、

ま
た
情
報
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
で

き
れ
ば
と
思
い
、
費
用
等
も
含
め

て
担
当
課
で
検
討
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

東
江
克
伸
議
員

広
報
誌
の
掲
載
は
予
算
を

使
う
と
か
で
は
な
く
、
職
員
対
応

で
で
き
る
こ
と
。
総
務
課
長
、い
か

が
で
す
か
。

諸
見
直
也
総
務
課
長

毎
月
広
報
委
員
会
を
開
き
、

発
行
日
以
降
の
行
事
が
あ
れ
ば
掲

載
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
情
報
が
確
定
し
て
い
る
内
容

は
、
早
め
の
掲
載
を
指
示
し
て
い

ま
す
。
原
因
の
一
つ
に
、
配
達
遅
れ

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

東
江
克
伸
議
員

毎
月
５
日
発
行
の
広
報
誌

が
10
日
く
ら
い
に
届
き
ま
す
。
前

半
情
報
を
前
月
号
に
掲
載
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

諸
見
直
也
総
務
課
長

来
た
情
報
に
つ
い
て
、
広

報
委
員
会
を
開
い
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。
２
カ
月
前
に
分
か
っ
て
い

る
情
報
で
あ
れ
ば
、
事
前
に
載
せ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

東
江
克
伸
議
員

２
点
目
の
防
災
行
政
無
線

の
電
波
問
題
は
数
年
前
に
調
査
し

た
は
ず
で
す
の
で
、
当
時
の
調
査

方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

諸
見
直
也
総
務
課
長

委
託
業
者
に
各
戸
の
点
検
、

定
期
的
に
行
っ
て
い
る
各
局
の
機

種
の
点
検
を
調
査
し
て
も
ら
い
、

問
題
な
い
と
い
う
報
告
で
し
た
。

東
江
克
伸
議
員

村
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
に
防
災
無
線
は
必
要
で

す
。
も
う
一
度
見
解
を
お
伺
い
し

ま
す
。

諸
見
直
也
総
務
課
長

電
波
は
届
い
て
い
る
と
い

う
回
答
で
、
戸
別
無
線
機
等
の
不

具
合
か
な
と
思
い
ま
す
。
今
後
広

報
誌
に
掲
載
し
、
該
当
戸
数
の
把

握
等
を
含
め
各
家
庭
に
入
っ
た
調

査
を
進
め
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。東

江
克
伸
議
員

調
査
を
し
て
改
善
す
る
、

と
理
解
し
て
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

諸
見
直
也
総
務
課
長

調
査
は
し
ま
す
が
、
す
ぐ

に
改
善
で
き
る
か
は
即
答
で
き
ま

せ
ん
。
原
因
究
明
が
で
き
な
い
場

合
は
他
の
調
査
方
法
が
な
い
か
、

確
認
と
検
討
を
し
ま
す
。

東
江
克
伸
議
員

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
の

村
の
情
報
発
信
は
、
で
き
る
と
し

た
ら
い
つ
ご
ろ
で
す
か
。

諸
見
直
也
総
務
課
長

検
討
中
で
今
す
ぐ
だ
と

お
答
え
で
き
ま
せ
ん
が
、
早
め
に

活
用
で
き
る
よ
う
検
討
を
続
け
ま

す
。

Q情報発信の改善と
取り組みの必要性

Q

Q A

A

Q

QQ

A

東
あ が り え

江　克
か つ

伸
の ぶ

 議員

A

A

A

A

Q

Q

d
ボ
タ
ン

ピ
ッ
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宮
城
義
秀
議
員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
受
け
る
漁
業
者
の

支
援
に
つ
い
て
、３
点
伺
い
ま
す
。

⑴
人
手
不
足
が
生
じ
モ
ズ
ク
か
ご

等
の
洗
浄
を
生
産
者
自
ら
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
労
働
増
加
へ
の

対
策
と
し
て
洗
浄
機
購
入
の
補
助

は
で
き
な
い
か
。

⑵
モ
ズ
ク
か
ご
等
の
洗
い
場
と
し

て
、
遊
休
化
し
て
い
る
ト
コ
ブ
シ

等
養
殖
施
設
の
再
整
備
に
よ
る
有

効
利
用
は
で
き
な
い
か
。

⑶
県
外
出
荷
が
低
迷
す
る
モ
ズ
ク

や
ア
オ
サ
、海
ブ
ド
ウ
、出
荷
で
き

な
い
鮮
魚
に
つ
い
て
。
村
内
消
費

の
拡
大
に
向
け
た
地
産
地
消
対
策

支
援
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

前
田
政
義
村
長

モ
ズ
ク
か
ご
等
の
洗
浄
機

購
入
補
助
に
つ
い
て
は
、
漁
業
協

同
組
合
や
生
産
漁
家
か
ら
補
助
の

要
請
は
来
て
い
ま
せ
ん
。
組
合
に

確
認
を
行
っ
た
上
で
判
断
し
て
い

き
ま
す
。

　

ト
コ
ブ
シ
等
養
殖
施
設
の
有
効

利
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
施
設
の

所
有
者
で
あ
る
恩
納
村
と
譲
渡
に

つ
い
て
協
議
を
し
て
い
ま
す
。
譲

渡
が
見
込
ま
れ
た
時
点
で
、
具
体

的
な
活
用
等
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　

海
産
物
の
地
産
地
消
対
策
支

援
に
つ
い
て
。
村
で
は
通
年
に
お

い
て
可
能
な
範
囲
で
、
学
校
給
食

や
保
育
所
で
利
用
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
利
用
を
継
続
し
、
そ
の
他

に
つ
い
て
は
調
査
を
考
え
て
い
ま

す
。

宮
城
義
秀
議
員

漁
民
や
漁
協
か
ら
補
助
事

業
等
の
要
望
が
あ
っ
た
場
合
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
お
伺
い
し
ま

す
。

前
田
秀
光
農
林
水
産
課
長

近
い
将
来
要
望
が
あ
れ

ば
、
概
論
を
ま
と
め
る
か
企
画
書

程
度
の
書
面
を
ご
準
備
い
た
だ
い

て
、
確
認
後
に
ど
う
い
う
支
援
が

で
き
る
か
を
判
断
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

宮
城
義
秀
議
員

一
括
交
付
金
事
業
の
い
く

つ
か
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
で
延
期
や

中
止
に
な
り
ま
し
た
。
良
質
な
モ

ズ
ク
を
生
産
す
る
た
め
、
使
わ
れ

な
か
っ
た
補
助
金
を
機
械
化
の
導

入
に
充
当
す
る
等
、
モ
ズ
ク
関
連

事
業
に
対
応
で
き
な
い
か
お
伺
い

し
ま
す
。前

川
栄
進
企
画
政
策
課
長

令
和
３
年
度
の
一
括
交
付

金
配
当
が
２
億
１
０
０
０
万
円
あ

り
ま
す
。
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
他
充

当
し
て
い
る
事
業
の
中
止
等
が
あ

り
、
８
月
に
第
２
回
変
更
を
行
っ

た
結
果
、
現
在
約
８
０
０
万
円
の

不
足
が
生
じ
て
い
ま
す
。
今
後
も

変
更
作
業
が
あ
り
ま
す
の
で
、
モ

ズ
ク
か
ご
の
洗
浄
機
購
入
が
充
当

す
る
事
業
に
な
る
の
か
ど
う
か
、

主
管
課
に
相
談
し
ま
す
。

宮
城
義
秀
議
員

モ
ズ
ク
や
ア
オ
サ
の
在
庫

を
抱
え
、
漁
業
者
は
困
っ
て
い
ま

す
。
鮮
魚
も
島
内
消
費
は
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。
既
に
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
等
で
漁
協
の
商
品
も
対
象
に

し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
の
他

の
補
助
金
・
割
引
券
は
導
入
で
き

な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

前
田
秀
光
農
林
水
産
課
長

モ
ズ
ク
・
ア
オ
サ
に
つ
い

て
は
、
横
断
的
に
意
見
を
出
し
合

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
鮮
魚
に
つ
い
て
は
、
漁
組
さ
ん

と
村
内
店
舗
の
小
売
価
格
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
平
均
し
て
キ
ロ
単

価
か
ら
２
５
０
円
も
漁
組
さ
ん
の

値
段
が
高
い
。
村
内
の
市
場
単
価

は
、
そ
の
２
割
引
と
い
う
認
識
で

す
。
調
査
の
結
果
、民
間
小
売
と
並

ん
で
頑
張
ら
れ
た
方
が
良
い
の
で

は
と
い
う
見
解
で
す
。

宮
城
義
秀
議
員

漁
家
・
漁
民
が
コ
ロ
ナ
禍

を
乗
り
切
る
た
め
に
、
明
る
い
希

望
が
持
て
る
対
策
等
の
総
括
を
村

長
に
伺
い
ま
す
。

前
田
政
義
村
長　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
活

用
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

モ
ズ
ク
か
ご
等
の
洗
浄
機
、
あ
る

い
は
ト
コ
ブ
シ
養
殖
場
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
恩
納
村
と
話
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
漁
家
の
皆

さ
ん
を
支
援
す
る
た
め
に
漁
業
組

合
と
連
携
を
取
り
、
村
と
し
て
も

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Qコロナ禍における
漁業者への支援について

Q

Q A

AQ

QA

A

宮
み や

城
ぎ

　義
よ し

秀
ひ で

 議員

Q

A

モズクかごの洗浄状況

10伊是名村議会だより



　島内に数ある展望台の中で1番好きな場所がシラサギ
展望台だという圭一さんは、ここから見るグスクがとくに
お気に入りだそうです。18年前に島に戻り、家庭を築き、一
家の大黒柱として生活を送る中で、時々一人でここを訪れて
は時間を忘れてグスクを眺めパワーを貰っているそうです。
この写真を撮影したのは夏の早朝。朝日に照らされて山の
立体が黒く浮かび上がる姿は、生で見ると神秘的なエネル
ギーを放っているという。「朝起きは三文の徳！ぜひ一度早
朝のグスクからの来光とパワーを生で見て感じてほしい。
また民泊や観光が早く戻って、 島を訪れる沢山の人がこの
島の景色からパワーを貰ってほしい」と語ってくれました。

2020年夏撮影：早朝６時頃、シラサギ展望台からグスクと日の出

上里圭一さん

　「三つ子の魂百まで」いろんな例えでよく

引用されている言葉である。農業でカボチャ

やキュウリの苗を植えるとき、前もって土壌

水分を確保し、その日に水をやった後は、1週

間水を与えない。その意味は力強い根を下へ

しっかり張る時期だから、過保護に水を与え

ると病気等に強い体に育たない。故に、「豊作

にしたいなら日中しおれている姿を見てもこ

の大事な時期は厳しく育てよ」と教わった。9

月、同僚議員の家を訪ねると、額に汗して苗

木に水をかけていた。島では馴染みのないオ

リーブの木で、夏から島在住の同友数人らと

一緒にかなりの本数を植えているそうだ。「苗

木を本島在住の先輩達に村発展の一助になれ

ばと託されたので、いずれは特産品の加工ま

でこぎつけたい」と充実した笑みを浮かべ、

今日も軽快な足取りで点在する畑に通う。こ

議長のつつぶぶややきき 伊是名村議会議長の宮城です。村議会というと堅いイメージが
あると思いますが、楽しいエピソードやほんわかするお話しも
あるんですよ！ 議員の奮闘ぶりもお伝えできたらと思います。

オリーブの木は100年以上育ち、実から搾油した
オイルは生食やドレッシングなどの調理油、化粧品
などに使われているそうです。

朝起きは
三文の徳

の一歩が百年続きますように、オリーブの成

長と彼の頑張りにエール。

議長　宮城 安志

ち
ょ

っと
豆知

識

　9月24日、伊是名漁業協同組合　仲
田吉光代表理事組合長、他3名の理事及
び役員が来庁し、村議会に対しモズク運
搬用カゴ及びモズク製缶用リサイクルプ
ラ缶洗浄機整備に関する要望書提出が
ありました。漁協では、コロナ禍による
緊急事態宣言により外国人技能実習生
の補充等が見通せない状況により10人
の職員が減状態にある。その限られた人
員による作業効率を上げるため洗浄機
整備が必要との要望を受けた。

伊是名
漁業協同組合から要請
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▶︎前号から、議会だよりの変化にお気づきでしょうか。予算書の載せ方、私の好きな伊是名島、議

長のつぶやき等々、村民に楽しく読んで親しんでほしいと広報委員会のメンバーの思い入れです。

▶︎新型コロナウイルスが発生してから、2年が過ぎようとしていますが、その間にもデルタ株やラ

ムダ株が発生して世界を震撼させています。ワクチン接種をしたからと、安心せずにこれからも

気を引き締めて行きましょう。

▶︎さらに小笠原諸島の海底火山噴火の影響と見られる大量の軽石が県・村沿岸部に漂着し、漁船や村フェリー

いぜな尚円の運航にも影響を及ぼした。養殖モズク、アオサ漁業への不安。行政、漁業組合、漁民の協力で

軽石の除去作業にあたった。自然災害の及ぼす影響が早く収束する事を願い、来年度は良き年でありますよう

にお祈り申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報調査特別委員　潮平そのみ

編集
後記

ザ・学生Ⅱ
vol.26

キラリ★いぜなっ子　ザ・学生は、本村出身のがんばる学生
を紹介するコーナーです。今回のキラリ★いぜなっ子は沖縄
水産高等学校に通う皆さんです。

　

泳
い
だ
り
、釣
り
を
す
る

こ
と
が
好
き
だ
っ
た
風
吹

く
ん
は
沖
縄
水
産
高
校
に

入
り
、海
に
関
わ
り
た
い
と

考
え
推
薦
で
入
学
を
決
め

た
そ
う
で
す
。
学
校
生
活

は
学
生
寮
か
ら
の
ス
タ
ー

ト
。
ル
ー
ム
メ
ー
ト
は
次

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
登
場
す

る
星
翔
く
ん
だ
っ
た
の
で
、

特
に
寂
し
い
気
持
ち
に
な

る
こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。
し
か
し
、
人
見
知
り

す
る
性
格
の
た
め
最
初
は

初
め
て
会
う
人
に
、慣
れ
る

こ
と
に
苦
労
し
た
よ
う
で

す
。
慣
れ
て
い
く
に
つ
れ
、

寮
生
活
の
仲
間
や
授
業
を

通
じ
て
和
を
広
げ
て
き
ま

し
た
。
海
洋
技
術
課
で
は

船
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
四
級
海
技

　

星
翔
く
ん
は
親
戚
に
船

関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る

人
が
多
く
、
そ
の
影
響
を

受
け
て
船
に
関
す
る
仕
事

に
つ
き
た
い
と
考
え
ま
し

た
。中
学
１
年
の
頃
か
ら
船

の
仕
事
を
志
し
、
晴
れ
て

推
薦
で
沖
縄
水
産
高
校
に

入
学
。
人
見
知
り
し
な
い

性
格
の
星
翔
く
ん
は
友
人

を
つ
く
る
こ
と
も
特
に
苦

労
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。

　

学
校
生
活
に
も
す
ぐ
に

順
応
し
た
よ
う
で
す
が
、

勉
強
面
で
は
、専
門
科
目

は
初
め
て
習
う
事
ば
か
り

で
苦
労
し
た
よ
う
で
す
。

星
翔
く
ん
も「
四
級
海
技

士
」を
目
指
し
、日
々
の
学

校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。実
習
で
は
２
年
生
の
頃

士
を
目
指
し
座
学
や
実
習

に
励
み
ま
す
。２
、３
年
生

の
時
に
体
験
し
た
遠
洋
航

海
が
思
い
出
に
残
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

　

卒
業
後
の
進
路
は
地
元

に
戻
っ
て
、
伊
是
名
島
と

沖
縄
本
島
を
つ
な
ぐ
村
営

フ
ェ
リ
ー
に
臨
時
職
員
と

し
て
入
り
、
実
務
を
学
ぶ

こ
と
を
考
え
て
い
る
そ
う

で
す
。
そ
こ
で
成
長
し
な

が
ら
将
来
は
海
技
士
と
し

て
、活
躍
す
る
こ
と
を
夢
見

て
い
ま
す
。

　

島
の
後
輩
た
ち
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
す
る

と「
高
校
に
入
っ
て
勉
強
に

戸
惑
っ
た
。推
薦
入
学
で
油

断
し
て
い
た
面
も
あ
る
の

で
、受
験
が
終
わ
っ
て
も
コ

ツ
コ
ツ
と
勉
強
を
続
け
る

姿
勢
を
持
っ
て
い
た
方
が
い

い
。ま
た
自
分
は
緊
張
す
る

性
格
な
の
で
、人
と
多
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

練
習
を
し
て
お
い
た
ほ
う

が
い
い
と
思
い
ま
す
」と
笑

顔
で
話
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。

に
20
日
間
洋
上
で
生
活
す

る
沿
岸
航
海
な
ど
、専
門

課
程
に
も
挑
戦
。３
年
生
の

時
は
40
日
の
遠
洋
航
海
で

フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
ま
で
行
き

ま
し
た
。楽
し
い
面
も
あ
っ

た
そ
う
で
す
が
、
な
か
な

か
厳
し
い
実
習
だ
っ
た
と

充
実
し
た
表
情
で
話
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。将
来
の
夢

を
尋
ね
る
と「
自
分
は
貨

物
船
な
ど
大
き
な
荷
物
や

車
な
ど
を
運
ぶ
仕
事
が
し

た
い
の
で
、海
運
会
社
な
ど

に
就
職
し
て
活
躍
し
た
い
」

と
夢
を
語
り
ま
す
。
島
の

後
輩
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
す
る
と「
中
学
校

の
時
に
親
の
手
伝
い
は
し
っ

か
り
や
っ
て
お
い
た
方
が
い

い
。島
か
ら
出
る
と
全
部
自

分
で
や
ら
な
い
と
い
け
な

い
の
で
、準
備
を
や
っ
て
い

た
方
が
い
い
。ま
た
、
専
門

的
な
こ
と
を
学
ぶ
学
校
は

入
っ
て
か
ら
が
大
切
。入
学

し
て
気
が
抜
け
る
と
思
う

け
ど
、頑
張
る
と
将
来
へ
の

道
が
広
が
る
」と
話
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
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縄
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